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市
政
情
報
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
提

供
で
き
る
よ
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
無
料

ア
プ
リ
「
ⅰ
広
報
紙
」
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

登
録
す
る
と
、
毎
月
１
・
15
日
の
広
報
発

行
日
に
お
知
ら
せ
が
届
き
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
広
報
紙

の
一
部
や
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

《
ⅰ
広
報
紙
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
》

◎
「
広
報
た
か
は
ま
」
の
一
部

（
表
紙
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
行
事
、
毎
月

の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
、
保
健
ガ
イ
ド
、

休
日
当
番
医
、
催
し
・
募
集
）

◎
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
町
内
会
Ｐ
Ｒ
、
各
種
手
続
き
な
ど
）

※
広
報
発
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
わ
せ
て

掲
載

◎
議
会
情
報
誌
「
ぴ
い
ぷ
る
」

《
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
期
》

広
報
１
月
１
日
号
よ
り
配
信
開
始

《
ⅰ
広
報
紙
を
利
用
す
る
に
は
…
》

①
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
も
し
く
は

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
で
「
ⅰ
広
報
紙
」
を
検
索
し
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル

②
性
別
、
生
年
月
日
、
住
ん
で
い
る
地
域

な
ど
を
入
力
し
て
設
定

※
ア
プ
リ
は
無
料
、
た
だ
し
、
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
情
報
の
受
信
に
係
る

通
信
料
は
利
用
者
負
担

《
ⅰ
広
報
紙
で
で
き
る
こ
と
》

◎
発
行
日
に
利
用
者
の
端
末
に
自
動
で
広

報
の
発
行
・
新
着
情
報
の
お
知
ら
せ

（
プ
ッ
シ
ュ
通
知
）
が
届
き
ま
す
。

◎
画
像
の
切
り
取
り
、
保
存
が
で
き
る
た

め
、
メ
ー
ル
へ
の
添
付
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
シ
ェ
ア
が
で
き
ま
す
。

◎
ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡
大
・
縮
小
も
画
面

に
触
れ
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

（
注
意
）
ｉ
広
報
紙
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
民
間
の
広
告
代
理
店
が
作

成
し
た
も
の
で
、
ア
プ
リ
閲
覧

中
は
広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
内
容
に
高
浜
市
は
一
切
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
に
も
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
市
の
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
「
い

い
ね
！
」
を
し
て
、
高
浜
市
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
「
い
い
ね
！
」
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら

チ
ェ
ッ
ク

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線339）

Android版

ios版

QRコード

高浜市公式
フェイスブックは、
市公式ホームページから
見ることができます！

高
浜
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

も
チ
ェ
ッ
ク
！

始めます！

高浜市公式
フェイスブック
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申込・問合せ先 きずな実行委員会事務局□市文化スポーツグループ  E-mail：bunka@city.takahama.lg.jp ☎52－1111（内線331）

毎月第3・4月曜日21時～22時
Pitch FM83.8にて放送（内容は月替）

今後は、平成28年２月21日(日)の公開に向け、編集作業など、「タカハマ物語２」はまだまだ活動を続けていき
ます！ 公式HPでは、予告編も公開していますので、今後の活動も注目してください！

11月１日に開催した「鬼コンVol.5」でラストシーンを撮影し、ついにクラン
クアップした「タカハマ物語２　心のツバサ」。さまざまな方のご協力のもと、
スタッフ・キャストともに楽しんで約４か月間の撮影を行いました！

市内小中学校吹奏楽・金管バンドの演奏から、華やかに「鬼コンVol.5」がス
タート！ 力強い演奏で会場を盛りあげました。続いて、タカハマ物語２コーラ
ス隊が、オリジナル曲「I LIVE,I CAN DREAM」を歌い、映画のなかで結成さ
れた“親父バンド”が演奏を披露しました。後半は、たくさんの方に観客エキス
トラとして参加していただき、「タカハマ物語２」の撮影を行いました。
大人といっしょに、ステージ出演や観客エキストラ、イベント運営、映画撮影

スタッフとして、多くのこども・若者が活躍している姿がとても印象的なイベン
トとなりました！
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